
「ユニハート」の主な活動 TOPICS

「ユニハート」発足

盲導犬育成支援のためのチャリティ
グッズ販売会（本社、支社支店で開
催）以降継続実施

年末年始ステナイ生活キャンペーン（社員
より収集した古本や中古CD・DVDなどを
もとにチャリティ販売会を全国で実施し、
収益金を寄付）以降継続実施

バレンタイン／ホワイトデー特別企
画（江東区内の福祉作業所で作られ
たクッキーなどを販売）以降継続実施

能登半島地震災害義援金募金協力

新潟県中越沖地震災害義援金募金協力

パソボラ養成講座（視覚障害者に対する
パソコン指導者養成講座を社員向けに
開催）

e-ネットキャラバン 講師認定講座開催 以降継続実施

寄付先展示会 以降継続実施
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社会貢献クラブ「ユニハート」を運営
日本ユニシスグループでは、社会貢献の輪をグループ会社

全体に広げるために、2006年に社員主体による社会貢献クラブ

「ユニハート」を設立しました。会員自らの企画運営によるチャ

リティイベントやNPOへの寄付など幅広く活動しています。

2008年度は11団体にユニハートから合計400万円の寄付を

行いました。2009年4月には、会員数1,000名を突破しています。

「寄付先展示会」を実施
「ユニハート」の寄付がどのような団体でどのように使われ

ているのかを広く社員に知ってもらうため、「寄付先展示会」を

実施しました。すべての寄付先団体の資料展示を行うととも

に、団体の方による説明や体験コーナーも設置。目の不自由な

方がどのようにパソコンを使用しているか体験したり、音声ガ

イドつき映像メディアの視聴体験、病気と闘う子どもたちを応

援する施設で使う掃除用使い捨て布づくりなども行いました。

寄付先団体の方 と々社員が触れ合う貴重な機会となりました。

2008年度寄付先一覧

○ ｅ-ネットキャラバン運営協議会
○ NPO法人　視覚障害者パソコンアシストネットワーク（SPAN）
○ バリアフリー映画鑑賞推進団体 シティ・ライツ
○ NPO法人　シネマ・アクセス・パートナーズ
○ NPO法人　シャプラニール＝市民による海外協力の会
　（子どもの夢基金）　 
○ 障害児者のゆたかな地域生活をつくる江東の会 ウィズ
　（江東ウィズ）
○ NPO法人　東京盲ろう者友の会
○ 財団法人　日本盲導犬協会
○ NPO法人　ファミリーハウス
○ NPO法人　ブリッジフォースマイル
○ NPO法人　わんぱくクラブ育成会

社員主体のボランティア活動
社員一人ひとりの思いや行動が豊かな社会の実現につながっていくよう、
社員主体のさまざまなボランティア活動を支援しています。

日本ユニシスグループが営業上の利害関係者のみならず、社員の家
族、地域の人々にとっても誇れる会社であり続けられること。
1987年入社　山本 雅史

公共性の高いシステムを担当する機会も多く、そうしたシステムの信
頼性を高めることが自分にとってのCSRであると考えています。
1986年入社　西村 好人

目の不自由な方のパソコン使用体験 掃除用使い捨て布づくり

地域・社会とともに
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